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2.予測手法の概要 
 

2-1 水環境 
 

2-1-1 予測項目の選定 
水環境における予測の項目及び選定理由を表 2-1-1 に示す。 
 

表 2-1-1 水環境における予測の項目の選定理由 
 

項 目 
環境要素 
の 区 分     

影響要因 
の 区 分     

 
選 定 す る 理 由 

工事の実施  ダムの堤体の工事等による濁水の発生、ダムの堤体の工事によるコンクリートからの
アルカリ分の流出により生活環境が影響を受けるおそれがあるため､予測項目として土
砂による水の濁り及び水素イオン濃度の 2項目を選定する｡ 

水
環
境 

水 

質 土地又は工作
物の存在及び
供用 

 ダムの供用及び貯水池の存在による額平川及び沙流川における濁水の長期化、平取ダ
ムの貯水池内及び下流の水温変化、平取ダムの貯水池内における富栄養化及び溶存酸素
量の減少により生活環境が影響を受けるおそれがあるため、予測項目として土砂による
水の濁り、水温、富栄養化、溶存酸素量の 4項目を選定する。 

 
 

2-1-2 予測の方針 
 
(1) 予測地域・予測地点 
 
・予測地域は、「ダム事業における環境影響評価の考え方」によれば、ダム地点から水
質に係る環境影響を受けると想定される地域として、概ねダム流域面積の 3 倍程度の
流域面積（3A）に相当する地域までとされている。 

・平取ダムについては、表 1-2-2～3 に示すように面積及び流量からみて、図 1-2-1 に示
す沙流川の額平川合流後地点（二風谷ダムの貯砂ダム）が 3A 以上であるため、これを
予測地域とした。 

・予測地点は、「ダム事業における環境影響評価の考え方」によれば、水質に関する環
境影響を的確に把握できる地点として、貯水池・ダム放流地点・主要な支川又は本川
の合流前後地点・既往の調査地点・主要な取水堰堤付近・ダム集水域の 3倍（3A）の
地点を設定することとされている。 

・額平川の水質調査地点は、ダム地点より下流では、平取ダムサイト地点及び貫気別地
点である。額平川の利水状況は、水道用水・工業用水については額平川の直接取水が
なく、農業用水については、額平川の主要な直接取水点として、アブシ頭首工（平取
ダムサイト地点～貫気別地点の中間付近）、荷負本村頭首工（貫気別地点付近）があ
る。このため、予測地点は、平取ダムサイト地点（ダム地点及びダム直下地点）、貫
気別地点（主要な利水点、主要な支川の合流後）、額平川合流後地点（二風谷ダムの
貯砂ダム地点、本川の合流後、3A の地点）とした。 
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表 2-1-2 各地点の流域面積 

 
No. 地点 流域面積 (km2) 平取ダム流域に対する倍率 

1 平取ダム  234.0 1.0A 

2 貫気別  362.2 1.5A 

3 額平川合流後 1147.4 4.9A 

 
表 2-1-3 額平川・沙流川の流況 

 
  最大 豊水 平水 低水 渇水 最小 平均 
地点名 （m3/s） （m3/s） （m3/s） （m3/s） （m3/s） （m3/s） （m3/s） 

備考 

平取ダムサイト 175.69  13.05  6.88  3.92  1.68  0.77  10.80  H5～14 年 
貫気別 439.62  16.55  8.92  4.56  2.34  1.11  14.95  H5～14 年 
幌毛志 686.67  37.93  22.40  13.99  5.96  1.22  33.60  H8～14 年 

注）幌毛志地点は額平川合流前の沙流川の流量観測地点、貫気別地点は沙流川合流前の額平川の流量
観測地点。このため、貫気別地点と幌毛志地点の合計が額平川合流後の流量に相当する。 
 
(2) 予測に使う情報 
予測に用いる情報は、表 2-1-4 のとおりである。 

 
表 2-1-4 環境要素と予測に用いる水質調査項目 

 
工事の実施 土地又は工作物の存在及び供用 環境要素 

予測に 
用いる情報 

土砂による 
水の濁り 

水素イオン 
濃度 

土砂による 
水の濁り 

水 温 富 栄 養 化 溶存酸素量 

流
量 

流量 ○ ○ ○ ○ ○  

SS ○  ○  ○  
濁度 ○  ○  ○  
粒度分布 ○  ○  ○  
BOD     ○  
COD     ○  
燐化合物     ○  
窒素化合物     ○  
DO     ○ ○ 
ｸﾛﾛﾌｨﾙa     ○  
pH  ○     

水
質 

水温 ○  ○ ○ ○ ○ 

気
象 

降水量、気温、
風速、湿度、雲
量、日射量 

○ 
(降水量) 

 
○ 

（降水量を除く）
○ 

（降水量を除く） 
○ 

（降水量を除く） 
 

土
質 

土質、表層地
質、粒度分布 

○      
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図 2-1-1 水環境（水質） 
     の予測地域・地点 
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(3) 予測手法 
1) 工事の実施 
予測フローを図 2-1-2 に示す。 
「土砂による水の濁り」及び「水素イオン濃度」の予測は、種々の流況条件における影
響を把握するため近年 10 ヶ年の流量を入力条件として、図 2-1-3～5 に示す河川水質予測
モデルにより、実施する。 
「土砂による水の濁り」の予測対象時期等は、非出水時についてはダムの堤体の工事に
伴う濁水の発生が最大となる時期とし、出水時については水の濁りと流量の関係を考慮し、
工事によって裸地の出現が最大となる時期とする。 
「水素イオン濃度」の予測対象時期等は、環境影響が最大となる時期として、ダムの堤
体の工事に伴う排水量が最大となる時期とする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2-1-2 工事の実施における水質の予測検討フロー 
 
 

環 境 保 全 措 置 の 検 討 

工 事 の 実 施 中 の 影 響 検 討 

 

①土砂による水の濁り ② 水 素 イ オ ン 濃 度 

工 事 の 実 施 中 の 水 質 検 討 

予 測 条 件 の 検 討 

工 事 計 画 案 の 整 理 

河川水質予測モデルの構築 



予測手法の概要 

 - 6 -

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2-1-3 下流河川水質予測モデルの予測地点・流域分割等の模式図 
 

工事区域からの流出

（予測結果）
河川水のpH   CB

河川の流量   QB

排水量    Qj

調整後のpH　Cｉ
調整施設工事区域

の排水

工事区域
（ｐH調整施設からの負荷)

ダム建設中

   河川水の pH
      （実績）      CA

   河川流量
      （実績） QA

ダム建設前

混合計算
（希釈計算）

 
 

図 2-1-4 工事の実施における下流河川水質予測モデル（pH）の予測計算フロー 
 

額平川流域 

宿主別川 
流域 

貫気別川 
流域 

沙流川 
流域 

額平川 
残流域 

平取ダム 

平取ダムサイト地点 

コタン橋地点 

宿主別橋地点 
幌見橋地点 

幌毛志地点 額平川合流後地点 

貫気別地点 
凡例 
●：予測地点 
○：流入水質・水温の調査地点 
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工事区域からの負荷量(L)

工事区域裸地からの負荷量(L)

排水量(Q)

処理水質(SS)(C）

処理施設
排水量

工事区域の
排水

ダムサイト濁水処理施
設からの負荷

降雨

降雨により裸地から流出する
負荷

工事区域  j

 水質(SS）

流量と負荷量の関係式
(L-Q式)より算出

流量
（実績）

QA

工事区域上流  A

CA

工事区域上流の負荷量   LA

流下過程（流下
時間　t）におけ
る沈降等を考慮

流量と負荷量の関係
式(L-Q式)より算出

Qz
Cz
Lz

残流域

  SS予測結果
  　工事区域下流の流量　　     QB

  　工事区域下流の水質(SS)   CB

  　工事区域下流の負荷量 　　LB=QB・CB

  　   CB　=[LA・exp(-k・tA)＋ΣLi・exp(-ｋ・ti)＋ΣLz・exp（-k・tz〉］/QB

工事区域下流　B

ｋ：減少係数
t：流下時間

実測値と比較し、k（減少係数）を設定

工事区域  i

流量
（実績）

QA

工事区域上流の負荷量   LA

裸地から流出する
水質(SS）(C)

流出水量の算定(Q)

沈砂池

 
 
図 2-1-5 工事の実施における下流河川水質予測モデル（SS）の予測計算フロー 
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2) ダムの供用及び貯水池の存在 
予測フローを図 2-1-6 に示す。 
「土砂による水の濁り」、「水温」、「富栄養化」及び「溶存酸素量」については、まず、
事例の引用等により影響の程度を予測する。その結果、影響の程度が小さくないと予測さ
れる項目については、種々の流況条件における影響を把握するため利水計算の最新年の連
続する近年 10 ヶ年の流量を入力条件として、図 2-1-7 に示す貯水池水質予測モデル及び
図 2-1-8 に示す河川水質予測モデルにより、詳細な予測を実施する。 
予測対象時期等は、ダムの供用が定常状態であり、適切に予測できる時期とする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2-1-6 存在及び供用における水質の予測検討フロー 
 
 
 

環 境 保 全 措 置 の 検 討 

存 在 ・ 供 用 時 に つ い て 影 響 検 討 

ダ ム 貯 水 池 の 水 質 検 討 

 

ダ ム 予 測 条 件 の 検 討 
①予測対象流況 
②流入水温・負荷量 
③モデル定数 
④運用方法 

ダ ム 水 質 予 測 検 討 
①土砂による水の濁り 
②水温 
③富栄養化 
④溶存酸素量 

検 証 ダ ム の 選 定 

貯水池水質予測モデルの構築 

検証ダムによるモデルの解析 

下 流 河 川 の 水 質 検 討 

 
予 測 条 件 の 検 討 

下流河川水質予測モデルの構築 

下 流 河 川 水 質 予 測 検 討 
①土砂による水の濁り 
②水温 
③富栄養化（BOD） 

ダ ム の 供 用 及 び 貯 水 池 の 存 在 に 係 る 水 質 検 討 

事 例 の 引 用 等 に よ る 予 測 検 討 
(詳細予測の必要性の有無の判断 ) 
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ダム貯水池水質予測モデルでは、図 2-1-7 に示すように、貯水池を水平方向（X）と水
深方向（Y）の 2方向の格子状（長さΔX、高さΔYの大きさ）のボックスに分割して、各
ボックスの水質・水温・流動を計算する。 

 

 
図 2-1-7 ダム貯水池水質予測モデル（鉛直二次元モデル）の模式図 

 
 

表 2-1-5 貯水池水質予測モデルに係る予測モデル・入力条件の概要 
 

項目 内容 
予測モデル ・鉛直二次元モデル 

貯水池形状 
・平取ダム貯水池の等高線図より、水平方向（X）と水深方向(Y)の 2 方向に、格子状のボックスに
分割する。 

気象条件 
・気温 
・日射量 
・風速 
・湿度 
・雲量 

・気温、日射量、風速及び湿度は、芽生気象観測所の観測値を用いる 
・雲量は、気象庁の苫小牧測候所の観測値を用いる 

貯水池運用 
・流入量 
・放流量 
・貯水位 

・流入量及び放流量は、利水計算により設定 
・貯水位は、貯水位－容量の関係を用いて算出 

流入水温 ・平取ダムサイト地点（幌見橋）及び宿主別橋地点の水温と気温との関係式より算出 
流入水質 ・平取ダムサイト地点（幌見橋）及び宿主別橋地点の流量と水質との関係式（L-Q 式）より算出 
モデルの検証 ・類似ダムを対象に、モデルの検証を行う 
計算対象年 ・利水計算が行われている最新の 10 カ年 

 
 

放流 
流入

ΔX

ΔY

ΔX：水域分割ブロックの 
   水平方向の長さ 
ΔY：水域分割ブロックの 
   水深方向の厚さ 

←水平方向

水
深
方
向
↓
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 水質

ダム貯水池水質予測モ
デルによる放流水質の
予測結果

流量
（実績）

QA

ダム放流水  A

CA

工事区域上流の負荷量   LA

流下過程（流下
時間　t）におけ
る沈降等を考慮

Qz
Cz
Lz

残流域

  水質予測結果
  　下流の流量         QB

  　下流の水質         CB

  　下流の負荷量 　　LB=QB・CB

  　   CB　=[LA・exp(-k・tA)＋ΣLz・exp（-k・tz〉］/QB

ダム下流地点　B

ｋ：減少係数
t：流下時間

実測値と比較し、k（減少係数）を設定

流量
QA

上流の負荷量   LA

流量と負荷量の関係
式(L-Q式)より算出

 

 水温

ダム貯水池水質予測モ
デルによる放流水温の
予測結果

流量
（実績）

QA

ダム放流水  A

TA

工事区域上流の負荷量   LA

流下過程（流下時
間　t）における日射
等の熱収支を考慮Qz

Tz
Hz

残流域

  水温予測結果
  　下流の流量         QB

  　下流の水温         TB

  　下流の負荷量 　　HB=QB・TB

  　   TB　=[HA＋ΣHz＋φ・t・QB/(ρ・Cw・d)］/QB

ダム下流地点　B

　φ：水面での熱の授受量、t：流下時間
　ρ：密度、Cw：比熱、d：水深

流量
QA

上流の熱量   HA

気温と水温の関係式
より算出

 
図 2-1-8 存在及び供用における下流河川水質予測モデルの予測計算フロー 
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(4) まとめ 
予測検討のまとめは、環境保全措置の検討結果をふまえ、環境影響の回避・
低減の視点から以下について事業者の見解を明らかにすることにより行う。 
 
・環境影響が事業者により実行可能な範囲内で、回避され、又は低減されてい
るか 
・必要に応じてその他の方法により環境の保全についての配慮が適正になされ
ているか 
 
また、国や自治体によって水環境の保全等に係る基準や目標が示されている
場合には、予測結果と基準や目標との整合がとれているかどうかを検討する。 
具体的には、表 2-1-6 の方法により行う。 

 
表 2-1-6 影響検討の概要 

 
 環境要素 影響検討手法 

土砂による水の濁り ・ 現況水質との比較 
・ 環境基準との比較（環境基準の超過日数等） 

工事の実施 

水素イオン濃度 ・ 現況水質との比較 
・ 環境基準との比較 

土砂による水の濁り ・ 現況水質との比較 
・ 環境基準との比較（環境基準の超過日数等） 

水温 ・ 現況水温（現況の水温変動幅）との比較 
富栄養化 ・ 現況水質との比較 

・ 環境基準との比較（環境基準の超過日数等） 

土地又は工作
物の存在及び

供用 

溶存酸素量 ・ 現況水質との比較 
・ 環境基準との比較（環境基準の超過日数等） 

 
 
 

 
図 2-1-9 影響検討（現況水質との比較）の例 

 
 

 

魚類の遡上時期や水稲の苗代期等の水質の変化に留
意して影響を検討 


